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1.概況

明治31年に創立された本館は， 60有余星霜を経た‘め，建物の内外とも老朽化が激しく諸積の欠陥が出

て来たので，昭和38-39年度にかけて約 800万円の予算をもって建物外部の改修工事を行ない， 42年度に

は，約 750万円の予算で引きつごき前庭部や内部の第2次改装工事を行ない，従来にも増して明るい快適

な雰囲気で一層親しみやすい府民の図書館として面白を一新した。

本館および市内3分館(伏見・中京・上京)の利用者は，本年度 1日平均 1，013人で前年に比し1.3%

程増加している (41年度は 1日平均 1，000人) 0 41年 11月に発足した自動車文庫“あゆみ"号は，今年で

第 2年目を迎え，中丹・南丹地域を中心に13市町37駐車場を巡回し，延 1，322団体に22，203冊の図書を貸

し出し，また地方4分館(峰山・宮津・北桑・木津)は，延 1，348団体に30，095冊の貸し出しを行なうな

ど，辺地の地域住民のくらしの水準を高めるために大きい役割をはたした。これらの貸し出し図書は， 1 

カ月の貸し出し中に各冊平均3人の人々に回覧で読まれており，利用者総数は約 157，000人と推定される。

2. 利用状況

(1)戦前と戦後における利用者の動きを大きく分けてみると，戦後は女子の飛躍的増加と相まって 1年当

り約3f去の増加をみている。

戦前 明治31-昭和20年 戦後 昭和21-昭和42年
(48年間) (22年間)

利用者数 割合 利用者数 割合

総 数 4，288，759人 100 % 5，999，520人 100 % 

内 男 4，064，052 94 .8 4，332，074 72 .2 

訳 女 224，707 5 .2 1，667，446 27 .8 

(2) 資料館と分離後の奉仕状況

昭和38年10月岡崎本館の新館として建設が準備された京都府立総合資料館が出来上ると共に20万冊の

本と30数名の職員が新館へ移転したため岡崎本館は大変革を余儀なくされたのであるが.爾来4年間サ

ーピス態勢の強化に努めた結果，分離前とほ J同程度の水準に戻り 1日当りの利用者数は漸増傾向を示

している。
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注)42年度における利用者数は減少している。このことは，本館が内部改装のた

め，夏期 1カ月を休館したことによるためである。

42年度の本館の一日平均利用者は 667人であるが， 41年度同様 285日開館するとすれば (42年度は 221

日開館)，利用者は約 190，000人となり，市内 4館では約 287，000人と考えられる。

また，地方分館と自動車文庫による団体貸出しは，自動車文庫の活動とともにいちじるしく増加している。

(3) 市内 4館の利用状況

本年度の市内 4館の利用状況は，次のとおりである。

市内 4館の利用状況

本 館 伏見分館 中京分館 上京分館 * 計(誌)
利 用 者 数(人) 158，860 51.387 24.731 20，750 255 ， 728 
手U 用 冊 数(冊) 81，901 37.200 45.082 37.435 201，618 
開 館 日 数(日) 221 281 281 278 265 
1日平均利用者数(人) 667 183 88 75 1 ， 0 1 3 
1日平均利用冊数(冊) 370 132 160 135 797 

男 ( %) 75 59 76 67 7 1 

女 (%) 25 41 24 33 2 9 

一 般(%) . 28 13 57 2 25 .5 

学 生(%) 72 87 43 98 74 . 5 

-4-

内

内 1



ず帆

F除

(4) 市内 4館の予イloの利用状況

利!日者 255.728人のうち，学生・生徒が約%にあたる 190.614人を占めており，これら学生の類別利用

者は，次のとおりである。

市内 4館における学生の類別利用者数

小学生 中学生 品校生 大学生 その他 言十

人 人 人 人 人

本 館 13，001 7，231 37，609 25，069 32，050 

伏見分館 8.465 7.243 19，985 3，389 5，723 44.805 

中京分館 164 4，614 3.721 2，088 10，587 

上京分館 1.471 3.732 10，077 1，602 3，380 20.262 

計 22，937 18.370 72.285 33.781 43，24 L 190，614 

向上割合(%) 12.0 9.7 37.9 17.7 22.7 100 

(5) 市内 4館の利用図書

市内4館では，年間約20万冊の図書(1日平均約800冊)が利用されているが，これを分類別にみると，

次のとおりである。

市内 4館の分類別利用冊数

総記 哲学 歴史

冊数(冊) 7，431 生初712，892 
計

割合(%) 3.7 2.3 6.4 

内
本 主富 2， 579 2，007 7，363 

伏見分館 L887 494 2， 270 
訳
中京分館 Lll3 L261 1741 

(粉
上京分館 L852 145 L518 

(6) 館外への貸し出し

府民全般へのサーピスのー

っとして，また所蔵の凶 I~}が

フルにi舌j討されるf卒制をとる

ため，館外個人貸し出しを本

館・ f大兇・中京分館で，また

凶f本貸し出しを地方4分館と

自動$.立:Wで，それぞれ行な

っている。本年度の貸し出し

状況は，次のとおりである。

社会 自然
工学 産業 芸術 語学 文学 児童

科学 科学

13，673 17，232 3，003 L432 4，658 9，475 35，249 36，148 

6.8 8.6 19 0.7 2.3 4.7 17.5 17.9 

7，511 10，656 2，197 539 2， 297 6， 776 11，901 2L546 

L 766 2， 907 f137 183 f137 1215 7，127 14，ω2 

3，299 708 毘2 毘2 L448 512 12， 513 

1，ω7 2， 961 497 188 沼6 972 ミ708

館外貸出状況

登録者数 貸出者数

1 ，654 人 13，196 人
f国本 館

(うち児童 899) (うち児童 6.529)

人伏見分館 1 ，524 10，458 

貸 中京分館 1 ，058 6，301 

出 言十 4，236 29，955 

351団体 凶f事
団 地方 4分館

( 6.678人)
1 ，348 

イ本
自動車文庫 257 1 ，322 
貸 ( 3.812人)

出 言十 608 2，670 
(10.490人)
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54， 918 201，618 

27.2 100 

5，担9 81，901 

3，575 37，200 

2L443 45.082 

24， 171 37，435 
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20，756 冊
(うち児童11.145)
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冊
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3.蔵書

昭和42年度末における蔵書冊

数は 116.984冊で，内訳は次の

とおりである。 本

区 別

館

各館別蔵書冊数

数 量 区 ~tl 数 量

49，380 冊 峰山地方分館 6 ，99 2
1111 

伏見分館 7 ，683 宮津地方分館 6 .622 

中京分館 7 ，625 北桑地方分館 5，026 

上京分館 8 ，094 木津地方分館 5 ，293 

館外奉仕課 13，788 自動車文庫 6 ，481 

iEL 3 計 116，984 

また，分類別の蔵書構成割合は，次のとおりである。

蔵書構成割合

分 類 害リ l口〉、 分 類 害リ l口L 分 類 害日 iロL 

% 
自然科学

% 
学

% 
車念 記 4 . 7 6 .6 言書 1 . 8 

哲 学 3 . 3 工 兵予三d与L 4 . 5 文 学 4 8 . 2 

歴 史 9 . 3 産 業 3 . 3 

社会科学 1 2 . 6 ~ 術 5 . 7 

4.組織

職員は館長以下事務職員33名，技術磯員 1名，事務員 l名，庁務員 1名，言十36名で，組織は次のとおり

である。

館長一館長補佐
(1) (1) 

庶 務
I一一人事・庶務・会計

課 (5) しー給与・広報・庁務
{業務 1含)

「一関覧室運営
トー児童室運営

ー閲覧整理課 (11) ド貸出室運営

」一課内整理事務

「一地方4分館(峰山・宮津・北桑・
館外奉仕課 (9) 木津)の運営

」一自動車文庫の運営

伏見分館 (4) 伏見分館の運営

一一中京分館 (3) 中京分館の運営

上京分館 (3) 上京分館の運営
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5.経費

本年度の諸経費は約43，000千円て¥

内訳は次のとおりである。

費 目 金 額

人 イ牛 霊堂 35.408千円

図書資手ヰ費 2 .890 

図 書 資 2 ，340 

定期刊行物費 5ミO

その他の経費 4 ，661 

言十 42.959 

さU J口L 

82 .4% 

6 .7 

10 .9 

100 

6.本 館(京都市左京区岡崎成勝寺町9)

奉仕部門を閲覧室，児童室，貸出室に分けて

いる。

(1)関覧室

218の座席をもち，約7，700冊の図書と213

種の雑誌類を開架告IJで利用に供しているほか，

書庫内の図書，新聞，雑誌等も利用者の要求

に応、じて利用させている。

利用者層は次図のとおりで，学生・生徒が

70%を占めている。また男女の割合は 3 1 

て¥男子がはるかに多い。一日最高の利用者

は 821人 (42年 5月22日)で，一日平均の利

用者は 613人であった。

このうち，図書資料費を各館別にみると，

次のとおりである。

本 館

伏見分館

中京分館

上京分館

地方4分館

自動車文庫

計

図書資料費内訳

図書費 定期刊行物資
子円 予円

848 242 

174 88 

140 121 

17.4 88 

504 11 

500 

2，340 550 

言十 f蔚
千円

1，090 

262 

261 

262 

515 

500 

2.890 

一般

43，900 
(30.0%) 

- 7 一
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産量 0.9%

また館内の利用状況を部門別にみると次のとおりである。

l
i
t
-
-』
¥

産業 ll%語学1.0%

(2) 貸出室

昭和3年 4月に開設した個人貸し出し

は22年に廃止し，昭和39年 5月， 18年振

りに再開した。勤労青少年，一般成人を

対象に，南側の明るい約 100m'の部屋ても，

約 5，500冊の図書を備え， 1人 1回 2冊

とし 2週間貸し出しをしている。

本年度は 755人が貸出登録をし， 延

6，667人， (男77%，女23%)が 9，611冊

を利用した。部門別の貸出状況は次のと

おりである。

室

明治38年 4月に開設の長い歴史をもっ児童室は，昭和23年 4月に現在の部屋(約60m2)に移り， 50席を設

け，子供たちによい環境を与え，読書を楽しいものとし，生涯の習慣として身につけさせるために，約 3，4

童児(3) 

00冊の図書を開架している。

本年度は13，001人(男40%，女60%)が延21，546冊の図書を利用し，館内で10，401冊を読書し，延 6，529

人の児童が貸し出しで11，145冊を家に持ち帰って読書している。

利用の範囲は，図のように半径 2km以内の地域の児童が84%を占めているが，

校のようにかなり遠方の児童も利用している。

日月徳の各小学向陽，寺田，

8 
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(4) 新聞関覧

当日の新聞(8紙)は，受付附近に，新聞閲覧台を設けて利用に供している。また他の新聞は書庫に保

存し，利用者の要求によりその都度，閲覧室で利用に供している。

7.市内分館

(1)伏見分館(京都市伏見区瀬戸物町746)

昭和25年 2月に開設したこの分館は，伏見信用金庫の 2階を借用していたが，昭和29年 7月，新館舎の

完成とともに移転再開した。敷地859m2，閲覧室231m"座席120.である。岡崎本館から 8km離れたところに

あるこの分館は，平日正午から午後6時まで開館してサービスを行なっている。

本年度の利用者は51，387人(1日平均183人，最高347人)で， 41年度の49，140.人より 2，247人多く，ま

た，図書の利用は37，20.0.冊(1日平均132冊)で，そのうち，個人貸し出しをおこなったのは， 10.，458人に

対し16，420.冊であり，ますます洛南地域への図書館サーピスが多角的に拡大しつつある。

(2) 中京分館(京都市中京区富小路通二条上ル)

昭和24年 6月に開設したこの分館は，当初丸善京都支庖の地下室を借用していたが，昭和32年 6月一39

年 12月の閲，京都府烏丸庁舎(烏丸丸太町下ル)の 3階で開館し，その後，烏丸庁舎のとりこわしのため，

しばらく京一商同窓会館に仮移転し， 40.年11月から現在の京都府中京庁舎の 2階 (158m2)で開館した。

中京分館lま，小説・随筆・新聞・雑誌を中心に，完全開架剰をとり， 75.座席で気軽な市民の読書室とし

て，多くの人キに喜ばれている。

本年度の利用者は24，731人(1日平均88人，最高133人)で， 41年度の21，874人より 2，857人多く，また，

図書の利用は45，0.82冊(1日平均160.冊)て¥そのうち，個人への貸し出しは，6，30.1人に対し 10，40.1冊(月

平均867冊)を貸し出した。

(3) 上京分館(京都市北区等持院東町56)

昭和26年 4月クルーガー図書館と合併して開設したこの分館は，当初，紫郊会館の一室を借用していた

が，昭和31年 4月財団法人桜谷文庫放木烏桜谷画伯の元画室に移転し，現在に至っている。周囲は住宅地

で，敷地1，127mヘ閲覧室198m人座席80.を有し，広い庭を前にして，静かな読書に快速なところである。

本年度の利用者は20.，750.人で 1日平均75人，最高20.9人であった。また，図書の利用は37，435冊で， 1 

日平均 135冊であった。

8.地方分館

昭和25年に開設した峰山，宮津と昭和27年

に開設した北桑，木津の 4地方分館に，それ

ぞれ職員 1名を配置し，地域内の公民館，婦

人会，読書グループなどに対して 1団体30.

-50.冊の図書を 1カ月間貸し出している。そ

のほか団体の読書活動への助言，援助も行な

っている。

4分館の利用状況は，次のとおりである。

分館名

峰 山

宮 j季

北 桑

木 津

計

-10一
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利用団体数 利用冊数 備 考|

280 7，912 

254 5，270 

199 9，016 

615 7，897 

1，348 30，095 
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また，利用団体種別の利用状況は，次のとおりである。

団体種別の利用状況

分館名 青年団 公民館 図書館 官公署 読書会 婦人団体 学 校 f<-毛 社 P T A 計

肉筆 山 1 7 57 140 49 26 280 

宮 津 4 10 8 44 110 29 11 38 254 

1ヒ 桑 2 24 52 51 65 5 199 

木 t掌 11 5 119 111 3'50 14 5 615 

言十 18 41 13 272 412 29 475' 83 5 1，348 

割合(%) 1.3 3.0 1.0 20.2 30.6 2.1 35.2. 6，.2 0.4 100
1 

各月毎の利用状況は，次のとおりである。

月別利用状況

分百ト¥: 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

山i転 山 622 599 839 868 533 727 683 573 671 675 552 570 7，912 

宮 t掌 227 325 426 689 386 282 471 439 481 332 691 521 5，270 

1ヒ 桑 604 840 508 668 508 742 800 827 903 1，102 968 546 9，016 

木 津 560 539 454 724 691 610 730 697 666 654 845 727 7，897 

計 2，013 2，303 2.227 2，949 2，118 2，361 2，686 2，536 2， 721 2. 763 3，056 2，364 30，095 

9. 自動車文庫

昭和41年 11月に発足した自動車文庫は，中丹・南丹地域を中心に，本年度は13市町3鴻主車場を 9巡回し，

延 1.322団体に22，203冊の図書を貸し出した。 1巡回の平均利用図書は 2.467冊で， 41年彦の 1.295柵にく

らべると， 2f部互いf申ぴを示した。

自動車文庫“あゆみ"号巡回地の圏各図は，次のとおりである。
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自動車文庫駐車場配置図
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巡回市町，駐車場別の利用状況は，次のとおりである。

駐車場別利用状況

市町名
駐 車 場 登 録 数 利用状況

考
名称 場 戸斤 団 f本 it 員 延団体数 図書冊数

{滞

橋 爪 町役場前 6 68 41 477 

瑞穂町 水 原 日月俊小学校前 4 77 16 390 

下大久保 下大久保!日国道 1 54 4 54 

殿 回 町役場前 5 70 19 525 

日 吉町 四ツ谷 四ツ谷郵便局前 10 79 70 539 

古月 麻 胡麻郷小学校庭 8 84 34 405 
F帆

一 f笑 上六人部農協前 10 102 61 668 

福知山市 長 田 下六人部小学校庭 3 55 17 834 

石 原 石原郵便局前 6 78 9 502 

郷ノ口 郷ノ口農協前 7 82 39 461 

宇治田原町
荒 木 町役場前 2 59 18 467 

岩 山 岩上農協前 7 55 9 327 

湯屋谷 湯屋谷農協前 9 62 61 600 

夜久野町
額 田 町役場前 6 142 21 1，037 

高 内 高内支所前 1 10 9 318 

広 野 広野公民館前 3 85 22 363 

和知町 本 庄 町役場前 11 146 54 543 

下粟野 下粟野小学校前 6 57 31 320 

I罰 岡 竹野小学校庭 5 120 19 907 

丹波町 蒲 生 町役場前 7 129 54 919 

豊 田 豊田公民館前 11 169 25 678 

舞鶴市
，士tロtハ r【冨3 加佐公民館前 6 80 47 647 

西方寺 西方寺公民館前 6 58 35 509 

仲
千 束 町役場前 9 130 43 767 

三和町 上川合 上川合農協前 19 183 109 979 

菟 原 菟原農協前 6 69 31 452 

J¥ 木 町役場前 8 136 40 642 

北屋賀 北屋賀公民館前 1 51 8 159 
八木町
神吉 神吉小学校庭 5 95 22 354 

総 干支 新庄小学校庭 5 51 9 366 

一 f芙 -俣農協前 11 95 82 927 
大江田I

河 守 河守鉱山 l 150 9 554 

亀岡市
宮 J11 宮川公民館前 1 79 14 532 

白馬 路 馬路公民館前 4 64 6 416 

市民センター 綾部市民センタ一前 10 427 61 1，656 

綾部市 豊 呈 豊里農協前 23 233 106 1，317 

山 家 山家農協前 14 128 67 592 

言十 37 257 3，812 Ll，322 22，203 
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巡回毎の利用冊数をみると，次のとおりでみる。

巡回回数別利用冊数

冊

3，200 

3， tlOO 

2，800 

2，600 

2，400 

2，200 

2，000 

1，800 
手。
用

1/ l 
巡回回数f 町、
4月3日

5月8日
、回〆

2 
〆戸、、

5 .10 

6 .9 
、.，/

3 4 5 6 
/園、、 /圏、、 /園、、 〆-、、
6 .12 7 .17 9.8 10.11 

8 .12 9.6 10.9 11.15 
、.，/ 、回〆 、ー〆 、国〆

また，分類別の利用冊数は，次のとおりである。

分類別利用状況

分 類 蔵書数 利用冊数
蔵書に対する
利用度

総 記 209冊 622冊 2.9倍

哲 学 202 640 3.2 

歴 史 665 1，440 2.2 

社会科学 905 2，058 2.3 

自然科学 285 752 2.6 

工 学 379 1，446 3.8 

産 業 194 492 2.5 

=空E室・ 術 274 922 3.4 

言吾 学 55 170 3.1 

文 学 3，313 13，661 4.1 

計 6，481 22，203 3.4 

- 14 -

7 
〆'‘、
11.24 

12.22 
、回〆

備

内

8 9回
〆-、、 〆'ー、、
1.19 2 .21 

2 .19 3 .22 
、国〆 、.../

考
扇町



10.所在地

京都府立図書館所在地一覧

F執

館 名 所 在 地 電 言舌 郵便番号

本 館 京都市左京区岡崎成勝寺町9
771-0069 606 
771-2450 

伏見分館 京都市伏見区瀬戸物町746 601-9148 612 

中京分館 京都市中京区富小路二条上ル 211-5728 604 

上京分館 京都市北区等持院東町56 461-9396 603 

峰山地方分館 中郡峰山町字丹波
07726-2 627 -0 3 6 4 

宮津地方分館 宮津市鶴賀
07722 626 -2 7 3 0 

北桑地方分館 北桑田郡京北町字下中 077154-4 0 601-05 

木津地方分館 相楽郡木津町字南垣外
07747 -2 619-02 -0 5 7 8 
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